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Ｈ
30
・
５
・
11　

第
１
回
役
員
会
・
懇
親
会

　
　
　

６
・
30　

第
２
回
役
員
会
、

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
10
・
20
期
合
同
評
議
員
会

　
　
　

８
・
３　

同
窓
会
報
「
き
な
し
」
発
行

　
　
　

９
・
22　

第
３
回
役
員
会

　
　
　
　
　
　

（
兼
総
会
準
備
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
10
・
20
期
合
同
評
議
員
会

　
　
　

10
・
27　

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

Ｈ
31
・
２
・
28　

第
46
期
生
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

３
・
10

第
４
回
同
窓
会
役
員
会
・
反
省
会

Ｈ
31
・
4
・
20　

第
１
回
役
員
会
・

　
　
　
　
　
　
　

11
期
～
29
期
拡
大
評
議
員
会

Ｒ
１　

５
・
11　

第
２
回
役
員
会
、

　
　
　

７
・
６　

第
３
回
役
員
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
11
・
21
期
合
同
評
議
員
会

　
　
　

８
・
10　

同
窓
会
報
「
き
な
し
」
発
行

　
　
　

８
・
27

第
１
回
創
立
50
周
年
準
備
委
員
会

　
　
　

９
・
７　

第
４
回
役
員
会(

兼
総
会
準
備
委
員
会)

　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
11
・
21
期
合
同
評
議
員
会

　
　
　

9
・
28　

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

Ｒ
２
・
２
・
28　

第
46
期
生
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

３
・
13

第
５
回
同
窓
会
役
員
会
・
反
省
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
代
表　
　

○
副
代
表

　

１
組　
　

谷
口　

奈
緒
・
中
嶋　

雄
悟

　

２
組　
　

河
田　

直
也
・
黒
住　

彩
衣

　

３
組　
　

野
田　

拓
海
・
松
浪　

叶
奈

　

４
組　
　

遠
藤　

志
帆
・
坂
井　

陽
一

　

５
組　
　

大
西　

庸
太
・
塚
越　

愁
茄

　

６
組　
　

下
薗　

大
空
斗
・
山
田　

萌
菜
実

　

７
組　

○
荒
川　

繭
子
・
小
薮　

祐
綺

　

８
組　

◎
足
立　

美
悠
・
後
藤　

佑
太
朗

▼
転　

出　

者　
　
　
　
　
　

【
転
出
先
等
】

教
諭

国
語　

安
田　

英
謙　

【
海
津
明
誠
高
校
】

地
・
公　

浅
見　

和
人　

【
美
濃
教
育
事
務
所
】

数
学　

高
橋　

秀
樹　

【
岐
南
工
業
高
校
】

　
　
　

道
澤　

宏
一　

【
岐
阜
県
教
育
委
員
会
事
務
局

】

英
語　

中
村　

淳
子　

【
関
高
校
】

常
勤
講
師

数
学　

田
口　

峻　
　

【
吉
城
高
校
】

保
体　

浅
野　

光
昭　

【
大
垣
南
高
校
】

家
庭　

塩
谷　

莉
帆　

【
海
津
明
誠
高
校
】

非
常
勤
講
師

数
学　

渡
邉　

克
尋

事
務

係
長　

佐
橋　

朋
子　
　

【
長
良
高
校
】

▼
退　

職　

者

校
長　
　
　
　

高
谷　

信
吾

教
諭　

国
語　

森
下　

範
子

校
務
補
助
員　

稲
山　

潤
子

業
務
専
門
職　

小
森　

誠
治

▼
転　

入　

者　
　
　
　
　
　

【
前
任
校
等
】

校
長

　
　
　

居
波　

裕　
　

【
八
百
津
高
校
】

教
頭

数
学　

林　
　

昭
男
【
長
良
特
別
支
援
学
校
】

　
　
　

川
地　

晃
正　

【
川
辺
中
学
校
】

教
諭

国
語　

今
津　

剛　
　
　

【
羽
島
北
高
校
】

　
　
　

平
石　

恵
子　

【
岐
山
高
校
】

地
・
公　

久
松　

一
郎　

【
岐
阜
農
林
高
校
】

数
学　

松
井　

真
也　

【
可
児
高
校
】

保
体　

安
田　

竜
也　

【
不
破
高
校
】

英
語　

古
田　

佳
純　

【
山
県
高
校
】

常
勤
講
師

地
・
公　

井
坂　

駿
介　

数
学　

田
中
龍
太
郎　

【
八
百
津
高
校
】

保
体　

三
好　

亮
輔

非
常
勤
講
師

地
・
公　

塚
田　

厚
弥

事
務

係
長　

堀　
　

美
和
子　

【
山
県
高
校
】

主
任
学
校
用
務
員

　
　
　

緋
田　

尚
樹　

【
益
田
清
風
高
】

校
務
補
助
員

　
　
　

杉
山　

楓

　
　
　

長
縄　

菜
佳

●
こ
と
し
の
話
題
は
何
と
言
っ
て
も
「
改

元
」
で
す
ね
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
令

和
初
」
の
文
字
が
躍
っ
て
い
ま
す
。
50

周
年
を
目
前
に
、
昭
和
生
ま
れ
の
母
校

も
３
つ
目
の
元
号
を
迎
え
ま
し
た
。
同

窓
会
の
運
営
も
新
た
な
体
制
が
始
ま
り

ま
す
。
母
校
の
発
展
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
今
年
は
、
梅
雨
入
り
が
早
く
、
雨
量
も

早
め
に
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と

こ
ろ
は
曇
り
続
き
で
、
不
順
な
天
候
と

な
っ
て
い
ま
す
。
各
地
で
異
常
気
象
が

続
き
、
農
作
物
の
生
育
不
足
な
ど
様
々

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

●
母
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
改
修
工
事

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で

な
く
、
テ
ニ
ス
・
陸
上
な
ど
グ
ラ
ン
ド

利
用
の
部
活
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
の

方
々
の
利
便
性
も
上
が
り
、
環
境
が
整

う
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

●
今
年
も
夏
の
大
会
が
真
っ
盛
り
。
体
育

系
だ
け
で
な
く
、
文
科
系
の
各
部
も
そ

れ
ぞ
れ
の
頑
張
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

各
部
の
活
躍
に
、
在
校
生
だ
け
で
な
く
、

同
窓
生
一
同
も
、
注
目
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

●
今
年
は
、
つ
い
に
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
岩
手
県
釜
石
市
に
新
設

さ
れ
た
競
技
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

高
校
生
の
活
躍
が
話
題
で
し
た
。
母
校

の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
も
い
つ
か
は
あ
の
グ

ラ
ン
ド
に
と
の
思
い
を
込
め
て
見
つ
め

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同

窓
生
が
Ｗ
杯
の
舞
台
の
立
つ
日
が
来
る

の
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
年
に
一
度
の｢

同
窓
会
総
会｣

、
今
年

も
岐
阜
市
で
の
開
催
で
す
。
当
番
期
は

11
期
・
21
期
の
み
な
さ
ん
で
す
が
、
他

の
期
の
方
も
大
歓
迎
！
創
立
50
周
年
を

２
年
後
に
控
え
、
残
す
べ
き
も
の
、
足

り
な
い
も
の
は
何
か
、
同
窓
会
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
母
校
に
も
Ｈ
Ｐ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
同
窓
会

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
事
業
計
画
・
事
業

報
告
・
総
会
の
ご
案
内
な
ど
と
共
に
、

こ
の
会
報
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。
隔
年

に
郵
送
し
て
い
た
会
報
は
、
平
成
26
年

か
ら
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
に
変
更
し
て
お
り

ま
す
。
郵
送
は
総
会
の
幹
事
年
の
前
後

だ
け
に
な
り
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
か

な
い
年
も
作

成
し
て
お
り

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ

さ

い

ま

せ
。

こ
の
同
窓
会
報
〝
き
な
し
〟
が
同
窓
会

員
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま
す
頃
は
、

暑
い
夏
の
盛
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
同
窓
会
活
動
に
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
四
期
生
で

入
学
時
点
に
お
い
て
、
初
め
て
の
卒
業
生

の
先
輩
が
み
え
て
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
す
べ
て
の
学
年
が
そ
ろ
っ
た
時
で
あ
り

ま
し
た
。
卒
業
式
の
前
日
に
同
窓
会
入
会

式
が
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
二
名
の
評
議
員

が
決
ま
り
、
委
嘱
状
の
伝
達
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
以
来
、
同
窓
会
の
役
員
を
し
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
会
報
紙
も
当
時
は
〝
か

か
み
野
〟
と
い
う
名
で(

現
在
は
〝
き
な

し
〟
に
改
名)

、
こ
の
会
報
紙
に
お
い
て
、

総
会
開
催
の
案
内
記
事
を
掲
載
し
卒
業
生

の
人
数
が
少
な
い
な
が
ら
、
百
人
を
大
き

く
超
え
る
方
々
が
集
い
、
中
に
は
そ
れ
が

縁
と
な
り
、
結
婚
し
家
庭
を
築
く
方
も
何

組
か
み
え
ま
し
た
。

卒
業
以
来
、
同
窓
会
の
役
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
二
十
数
年
前
に
三
代
目

の
同
窓
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
入
会
式･

同
窓
会
総
会･

会
報

紙
の
発
行
等
、
毎
年
の
活
動
に
も
、
時
の

流
れ
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。
卒
業
式

の
来
賓
で
出
席
し
た
と
き
、
隣
の
席
に
私

が
中
学
校
時
代
に
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
が

近
隣
中
学
校
の
校
長
先
生
と
し
て
、
お
座

り
い
た
だ
き
中
学
校
時
代
の
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
卒
業

式
に
同
級
生
の
方
と
お
会
い
し
て
、
今
日

は
ど
う
し
て
こ
こ
に
と
、
尋
ね
る
と
子
が

卒
業
す
る
の
で
父
兄
で
来
ま
し
た
と
の
返

事
、
ど
ち
ら
も
、
も
う
長
い
間
、
同
窓
会

の
会
長
を
務
め
て
い
る
事
を
感
じ
ま
し

た
。
や
は
り
一
番
の
思
い
出
と
な
る
の
は
、

創
立
三
十
周
年
と
、
四
十
周
年
の
記
念
式

典
で
す
。
実
行
委
員
長
と
い
う
立
場
で
、

式
辞
を
壇
上
に
て
述
べ
さ
せ
て
い
だ
だ
き

ま
し
た
。
式
典
の
二
年
前
か
ら
実
行
委
員

長
と
し
て
、
準
備
の
会
合
に
も
出
席
い
た

し
ま
し
て
、
多
く
の
方
々
と
式
典
を
含
め

て
、
周
年
行
事
の
打
合
せ
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
皆
様
の
行
動
力
と
責
任
感
の
強
さ

に
助
け
て
い
た
だ
き
無
事
に
周
年
式
典
、

周
年
行
事
を
挙
行
で
き
ま
し
た
。
感
謝
で

す
。私

も
今
年
、
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
人

生
の
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
皆
様
の
お

支
え
や
、
お
力
添
え
で
、
こ
こ
ま
で
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
同
窓
会
会
長
を
辞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
方
の

益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
加
え
ま
し
て
、
創
立
五
十
周

年
も
二
年
後
と
な
り
ま
す
。
歴
史
を
積
み

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
益
々
の
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
会
報
紙

発
行
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令
和
と
改
元
さ
れ
、
心
新
た
に
時
代
と

い
う
の
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。各

務
原
高
校
の
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
常
日
頃

か
ら
、
母
校
の
発
展
に
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
四
月
に
着
任
し
ま
し
た
校
長

の
居
波
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
校
は
四
月
に
二
百
八
十
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生
徒
八
百
六
十
一

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い

時
代
に
世
の
中
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
国
博
覧

会
の
開
催
等
と
て
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

控
え
、
社
会
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
、
長
年
理
数
科
・
英

語
科
を
併
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

限
り
で
な
く
な
り
、
来
年
度
か
ら
は
普
通

科
の
単
独
校
と
な
り
ま
す
。
単
独
校
と
し

て
の
新
し
い
試
み
と
し
て
は
、
地
元
各
務

原
市
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
ふ
る
さ
と

教
育
」
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
高
校
に

お
い
て
、
生
徒
た
ち
は
部
活
動
に
も
熱
心

に
取
り
組
み
、
部
活
動
の
記
録
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
県
内
外
で
も
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
る
よ
う
努
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。そ

し
て
今
、
本
校
だ
け
で
な
く
、
岐
阜

県
の
高
校
す
べ
て
で
大
き
な
変
化
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
、
岐

阜
県
の
公
立
学
校
の
す
べ
て
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
教
室
に
配
置
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ

チ
ョ
ー
ク
が
黒
板
に
触
れ
る
音
は
聞
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
寂
し
く
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
時
代
を
生
き
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。

教
育
現
場
と
し
て
は
ま
た
一
つ
大
き
く

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
セ

ン
タ
ー
試
験
に
か
わ
り
、
共
通
テ
ス
ト
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
大

学
入
試
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
特
に
英

語
に
お
い
て
は
民
間
の
試
験
が
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
四

年
度
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

教
育
が
始
ま
り
、
ま
た
働
き
方
改
革
や
部

活
動
の
活
動
時
間
の
見
直
し
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
本
校
で
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
を
含
む
岐
阜
地
区
に
お
い
て

大
幅
な
少
子
化
が
懸
念
さ
れ
、
中
学
生
の

人
数
も
確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
中
学
生
が
本
校
に
魅
力
を
感
じ
、

入
学
を
希
望
し
て
く
れ
る
よ
う
に
本
校
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
今
、
各
務
原
高
校
の
魅
力
と
各
務
原
市

の
良
さ
を
、
市
内
の
中
学
校
と
も
連
携
を

取
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。さ

ら
に
本
校
は
、
皆
様
ご
承
知
の
よ
う

に
、
令
和
三
年
度
に
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
大
き
な
行
事
を
同
窓
会
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
同
窓
会

の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
と
祝
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
一
層
の
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
今
後
も
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
先
の

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

　
　

令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
よ
り

■
場　

所

　
　

ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
岐
阜

　
　

〒
五
〇
〇-

八
一
七
五

　
　

岐
阜
県
岐
阜
市
長
住
町
五-

八

　
　

☎(

〇
五
八)-

二
六
二-

九
二
六
九

■
会　

費

　
　

六
、
五
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

平成 30年度卒業生(46期生)進路別人数
大　　学　　名 合格者数

〔 国 公 立 大 学 〕
鳥 取 大 学　　　　1
富 山 県 立 大 学　　1
岐 阜 県 立 看 護 大 学 1
岡 山 県 立 大 学　　1
尾 道 市 立 大 学　　1
山 口 東 京 理 科 大 学 1
〔 私 立 大 学 〕
酪 農 学 園 大 学　　1
千 葉 工 大 学　　　1
目 白 大 学 1
拓 殖 大 学　　　　2
東 海 大 学　　　　1
東 京 造 形 大 学 1
明 治 大 学　　　　1
神 奈 川 大 学　　　1
神 奈 川 工 科 大 学　 1
金 沢 工 大 学　　　2
朝 日 大 学 8
岐 阜 協 立 大 学 2
岐 阜 女 子 大 学 2
岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 6
東 海 学 院 大 学　　7
中 部 学 院 大 学　　18
岐 阜 医 療 科 学 大 学 8
岐 阜 保 健 大 学　　5
愛 知 大 学　　　　4
愛 知 学 院 大 学　　16
愛 知 学 泉 大 学　　1
愛 知 工 業 大 学　　4
愛 知 淑 徳 大 学　　5
愛 知 み ず ほ 大 学　 2
金 城 学 院 大 学　　1
椙 山 女 学 園 大 学　 2
大 同 大 学 3

大　　学　　名 合格者数
中 京 大 学　　　　16
至 学 館 大 学　　　1
中 部 大 学　　　　12
東 海 学 園 大 学 3
同 朋 大 学 1
名 古 屋 外 大 学 10
名 古 屋 学 院 大 学 6
名 古 屋 経 大 学 4
名 古 屋 芸 大 学 1
名 古 屋 商 大 学 7
名 古 屋 造 形 大 学 2
南 山 大 学 4
日 本 福 祉 大 学 7
名 城 大 学 14
豊 橋 創 造 大 学 1
愛 知 文 教 大 学 1
愛 知 東 邦 大 学 1
名 古 屋 学 芸 大 学 4
修 文 大 学 1
び わ こ 成 蹊 大 学 1
京 都 産 業 大 学 1
佛 教 大 学 2
立 命 館 大 学 1
桃 山 学 院 大 学　　1
奈 良 大 学 2
岡 山 理 大 学 1
〔 公 立 短 期 大 学 〕
岐 阜 市 立 女 子 4
〔 私 立 短 期 大 学 〕
拓 殖 大 北 海 道 1
東 京 交 通 1
大 垣 女 2
岐 阜 聖 徳 学 園 1
中 部 学 院 大 7
東 海 学 院 大 3

大　　学　　名 合格者数
岐 阜 保 健 2
平 成 医 療 7
修 文 大 2
至 学 館 大 2
名 古 屋 1
名 古 屋 経 営 1
名 古 屋 文 理 大 1
〔 公 立 専 門 学 校 〕
岐 阜 県 立 衛 生 2
朝 日 大 歯 科 衛 生 3
あ じ さ い 看 護 福 祉 3
大 原 簿 記 情 報 医 療 1
中 日 本 航 空 2
愛 知 工 業 大 学 情 報 電 子 2
愛 知 中 央 美 容 2
愛 北 看 護 1
セ ム イ 学 園 1
セントラルトリミングアカデミー 1
中 日 美 容 3
中 部 美 容 1
東 海 医 療 技 術 1
東 海 工 業 専 金 山 校 1
ト ヨ タ 自 動 車 大 2
トライデント外国語ホテルブライダル 5
トライデントコンピュータ 1
名 古 屋 医 健 ス ポ ー ツ 1
名 古 屋 医 療 秘 書 福 祉 1
名古屋ウエディング＆フラワービューティ学院 2
名古屋外語ホテルブライダル 1
名 古 屋 観 光 3
名 古 屋 工 学 院 3
名古屋ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝアート 1
名 古 屋 情 報 メ デ ィ ア 1
名古屋スクールオブビジネス 1
名古屋スクールオブミュージック＆ダンス 2

大　　学　　名 合格者数
名 古 屋 製 菓 1
名 古 屋 調 理 師 1
名古屋デジタル工科専 3
名古屋ビジュアルアーツ 1
名古屋ビューティアート 2
名 古 屋 モ ー ド 学 園 3
名 古 屋 美 容 1
名古屋ユマニテク歯科 1
名古屋ユマニテク調理製菓 2
名 古 屋 リ ゾ ー ト ＆ ス ポ ー ツ 1
日本聴能言語福祉学院 1
Ｈ Ａ Ｌ 2
尾 北 看 護 1
代々木アニメーション学院　名古屋校 1
横浜ビューティ＆ブライダル 1
日 本 美 容 1
京 都 建 築 大 学 校 1
大阪バイオメディカル 1
関 西 美 容 1
辻 調 理 師 1
〔 就 職 〕
岐 阜 県 警 4
羽島郡広域連合消防本部 1
航 空 自 衛 隊 航 空 学 生 1
航空自衛隊一般曹候補生 3
航空自衛隊自衛官候補生 1
海上自衛隊一般曹候補生 1
日本郵便株式会社東海支社 1
岐阜車体工業株式会社 1
株 式 会 社　 和 興 2
パジェロ製造株式会社 1
ヒ コ ハ ヤ シ 1

進
路
状
況
だ
よ
り

平成30年度　大学・短大・専門学校等合格者数
普通科 理数科 英語科 合計

男 女 男 女 男 女 男 女

進　

学

四
大

国公立 3 0 0 0 0 1 3 1

私立 88 51 11 8 4 14 103 73

短
大

国公立 0 4 0 0 0 0 0 4

私立 4 20 1 0 0 1 5 21

専
門
学
校

看護系 2 3 0 2 0 0 2 5

その他 16 23 4 4 4 14 24 41

各種学校 0 0 0 0 0 0 0 0

就　

職

公務員 10 1 0 0 0 0 10 1

その他 3 0 2 0 0 1 5 1

留　学 1 0 0 1 0 0 1 1

その他 6 1 4 1 1 0 11 2

合　計 133 103 22 16 9 31 164 150

ご
挨
拶

学
校
長

居

波
　

裕

石

田
　

雄

幸

同
窓
会
会
長

ふ
り
か
え
っ
て

＊
平
成
30
年
度
事
業
報
告

＊
平
成
31
・
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（案）

＊
平
成
30
年
度
卒
業
生
同
窓
会
評
議
員

平
成
31
年
度

人
事
異
動

編
　
集
　
後
　
記

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
の
お
知
ら
せ
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10
月
27
日
、
各
務
原
高
校
10
期
、
20
期

合
同
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
20
期
の
私

た
ち
に
と
っ
て
は
、
卒
業
後
、
実
に
26
年
ぶ

り
に
同
窓
生
が
集
う
初
の
公
式
同
窓
会
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
記
憶
の
片
隅
に
追
い
や
っ
て

い
た
、
同
窓
会
委
員
と
い
う
役
目
。
で
き
れ

ば
こ
の
ま
ま
ス
ル
ー
し
て
お
き
た
か
っ
た
…

と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
が
、

年
賀
状
の
や
り
取
り
だ
け
に
な
っ
て
き
た
同

級
生
に
も
、
毎
年
同
窓
会
の
開
催
を
せ
っ
つ

か
れ
て
い
る
手
前
、
無
下
に
も
で
き
な
い
。

確
か
、
受
験
期
の
混
乱
中
、
知
ら
な
い
間

に
仰
せ
つ
か
っ
た
役
で
は
あ
る
が
、『
ま
あ
、

義
理
だ
け
は
果
た
し
て
お
く
か
…
（
溜
息
）』

と
、
軽
い
気
持
ち
で
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し

た
。
果
た
し
て
…
20
期
の
打
ち
合
わ
せ
参
加

者
は
、
自
分
以
外
に
一
人
だ
け
、
そ
し
て
同

窓
会
参
加
希
望
者
は
10
人
で
あ
っ
た
。
想
像

以
上
の
盛
り
下
が
り
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
も

理
解
で
き
る
。
40
代
半
ば
と
な
り
、
社
会
で

は
仕
事
の
責
任
が
重
く
な
り
、
家
庭
で
は
子

ど
も
が
反
抗
期
、
受
験
期
を
迎
え
て
い
た
り

と
私
た
ち
は
人
生
で
一
番
忙
し
い
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
思
い
出
話
を
す
る
た
め
に
集
ま

れ
る
ほ
ど
、
暇
で
は
な
い
の
だ
。
と
に
か
く
、

同
志
と
な
る
も
う
一
人
の
同
窓
会
委
員
・
田

中
新
樹
く
ん
と
共
に
、
参
加
者
を
増
や
す
べ

く
同
級
生
に
片
っ
端
か
ら
連
絡
を
取
る
こ
と

を
約
束
し
て
そ
の
日
は
別
れ
た
。

ひ
と
ま
ず
、
３
年
生
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
友
達
に
声
を
か
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

実
は
私
の
妻
は
２
年
，
３
年
と
同
じ
ク
ラ
ス

だ
っ
た
同
窓
生
で
あ
る
。
在
校
中
か
ら
付
き

合
い
を
始
め
、
７
年
後
に
結
婚
し
た
。
そ
し

て
、
幸
運
に
も
？
夫
婦
そ
ろ
っ
て
同
窓
会
委

員
で
あ
る
。
妻
が
女
子
を
、
私
は
男
子
を

担
当
す
る
こ
と
に
し
た
。
取
り
合
え
ず
顔
と

名
前
を
確
認
す
る
た
め
に
、
押
し
入
れ
か
ら

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
引
っ
張
り
出
し
、
卒
業
以

来
初
め
て
開
い
て
み
た
。
思
い
が
け
ず
、
懐

か
し
さ
に
手
が
止
ま
っ
た
。
一
人
一
人
顔
と

名
前
を
確
認
し
て
い
る
と
、
一
気
に
あ
の
頃

の
記
憶
が
蘇
っ
て
き
た
。
横
で
覗
き
込
ん
で

い
る
妻
と
ひ
と
し
き
り
思
い
出
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ア
ル
バ
ム
に
興
味

津
々
の
娘
た
ち
も
加
わ
り
、
多
少
の
脚
色
と

補
正
を
加
え
高
校
時
代
の
若
い
二
人
を
語
っ

て
聞
か
せ
た
。
す
ぐ
に
娘
た
ち
は
興
味
を
な

く
し
て
各
々
消
え
て
い
っ
た
が
、
夫
婦
の
会

話
は
そ
の
後
も
寝
る
ま
で
続
い
た
。
共
通
の

思
い
出
は
こ
ん
な
に
も
盛
り
上
が
る
の
で
あ

る
。
き
っ
と
、
多
く
の
人
が
そ
う
に
違
い
な

い
。
普
段
は
押
し
入
れ
に
し
ま
い
込
ん
で
い

る
思
い
出
も
、
ひ
と
た
び
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ

ば
鮮
や
か
に
蘇
り
、
共
有
し
た
日
々
に
愛
着

を
感
じ
、
語
り
合
う
こ
と
で
今
日
の
活
力
に

変
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
実
は
、
私
を
俄
然
同

窓
会
に
前
向
き
に
さ
せ
た
。

当
日
の
段
取
り
、
司
会
進
行
、
そ
の
他
多

く
の
調
整
を
新
樹
君
一
人
に
押
し
つ
け
、
自

分
は
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
に
専
念
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
友
人
た
ち
に
は
、
少
々
強
引
に

参
加
を
募
り
、
そ
の
友
人
達
か
ら
ま
た
広
く

声
を
か
け
て
も
ら
い
輪
を
広
げ
て
も
ら
え
た

の
は
有
難
か
っ
た
。
都
合
が
悪
く
参
加
で
き

な
い
が
、
熱
心
に
周
り
に
声
か
け
て
く
れ
た

友
人
も
い
た
。
目
標
人
数
に
は
遠
く
及
ば
な

か
っ
た
が
、
当
日
を
迎
え
る
頃
に
は
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
不
安
の
中
で

迎
え
た
当
日
の
同
窓
会
、
予
想
以
上
に
そ
れ

ぞ
れ
に
楽
し
む
参
加
者
の
姿
に
自
然
に
想
い

が
浮
か
ん
だ
。『
幹
事
は
他
人
の
た
め
な
ら

ず
…
』

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
10
・
20

期
の
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
多
く
の
恩
師
や
仲
間
と
の
懐

か
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
幹
事
と
な
っ
た
一
年
前
、
ど
の

よ
う
に
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
よ
う
か
不
安

だ
っ
た
反
面
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
便
利
な
世

の
中
に
な
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
全
員
と
連

絡
が
取
れ
る
か
な
と
安
易
に
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
現
実
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
く
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
す
ぐ
に
手
詰
ま
り
。

約
四
半
世
紀
前
、
携
帯
電
話
が
普
及
す
る

前
だ
っ
た
僕
ら
の
高
校
時
代
。
当
時
は
電
話

に
子
機
が
あ
る
だ
け
で
便
利
だ
っ
た
と
き
。

『
頼
む
、
本
人
が
出
て
く
れ
！
』
と
時
間
帯

を
見
計
ら
っ
て
女
の
子
宅
に
電
話
を
か
け

た
「
ド
キ
ド
キ
感
」
が
あ
り
ま
し
た
。
不
便

の
中
に
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
で
す
。

で
、
今
回
。
連
絡
が
取
れ
な
い
同
級
生
宅

に
電
話
す
る
際
。

い
ろ
い
ろ
な
勧
誘
や
詐
欺
電
話
が
溢
れ

て
い
る
中
、
電
話
口
に
出
て
い
た
だ
く
多
く

が
、
お
れ
お
れ
詐
欺
等
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も

な
る
親
世
代
の
高
齢
者
。
同
窓
会
を
語
る

詐
欺
も
あ
る
ら
し
く
、
怪
し
ま
れ
る
材
料
が

揃
っ
て
い
る
こ
の
局
面
を
ど
う
打
破
し
よ
う

か
？
と
、
当
時
と
は
違
う
け
ど
ち
ょ
っ
と
だ

け
似
た
よ
う
な
「
ド
キ
ド
キ
感
」
が
あ
り
ま

し
た
ね
（
笑
）。
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
・
21
期
の
皆

さ
ん
、
こ
ん
な
懐

か
し
話
も
笑
い
話

も
で
き
る
同
窓
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
サ
ッ
カ
ー
部

○
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　

岐
阜
県
大
会

第
３
位

○
岐
阜
県
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

優
勝

○
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

サ
ッ
カ
ー
競
技

第
３
位

▼
ラ
グ
ビ
ー
部

○
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
岐
阜
県
大
会

第
３
位

○
東
海
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー

　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岐
阜
県
予
選第

３
位

○
東
海
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー

　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク第

３
位

○
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

第
４
位

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

○
堤
杯
岐
阜
県
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　

選
手
権
大
会

ベ
ス
ト
８

○
東
海
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

　

大
会
岐
阜
県
予
選
会第

４
位
（
ベ
ス
ト
６
）

○
岐
阜
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

高
校
女
子
の
部

第
３
位

▼
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

○
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
岐
阜
県
予
選
Ｕ
18

ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８

▼
水
泳
部

○
岐
阜
県
室
内
記
録
会
・
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

　

春
季
岐
阜
県
予
選
会

　

男
子
200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

第
６
位

○
岐
阜
県
春
季
室
内
選
手
権

　

男
子
100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

第
３
位

　

男
子
200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
６
位

○
岐
阜
県
春
季
選
手
権

　

男
子
200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

第
７
位

▼
弓
道
部

○
近
県
交
流
弓
道
大
会

　

男
子
団
体

総
的
中
制
第
３
位

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制

第
５
位

○
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選

第
４
位
入
賞

○
東
海
総
体

決
勝
進
出

○
国
民
体
育
大
会
一
次
選
考
会

最
終
選
考
進
出

▼
吹
奏
楽
部

○
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

小
編
成
の
部

岐
阜
県
大
会　

金
賞

　

木
管
８
重
奏

○
岐
阜
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

金
賞　

県
代
表

○
東
海
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銅
賞

○
中
部
日
本
個
人
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会

銀
賞

▼
放
送
部

○
岐
阜
県
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

第
６
位

▼
茶
華
道
部

○
裏
千
家　

茶
道
初
級許

状
取
得
（
２
名
）

▼
ゴ
ル
フ

○
中
部
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

　

競
技

優
勝

▼
空
手

○
東
海
空
手
道
選
手
権
大
会

優
勝

現
在
サ
ッ
カ
ー
部
は
１
年
生
25
名
、
２
年
生
21
名
、
３

年
生
24
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名
の
生
徒
と
、
顧
問
５
名
、

コ
ー
チ
３
名
、
ト
レ
ー
ナ
ー
３
名
、
そ
し
て
元
Ｆ
Ｃ
岐
阜

の
難
波
宏
明
さ
ん
を
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
と
し
た
試
走
車
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

目
標
は
全
国
ベ
ス
ト
８
・
人
間
的
成
長
で
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
為
に
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
日
常
生
活

に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
整
理
整
頓
を
重
点
に
し

て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
が
使
っ
て
い
る
場
所
は
も
ち
ろ

ん
、
校
内
や
学
校
周
辺
の
掃
除
も
し
て
い
ま
す
。
整
理
整

頓
の
た
め
に
は
、
片
付
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ
く
」

こ
と
が
必
要
で
、
気
づ
い
て
動
く
こ
と
が
、
プ
レ
ー
に
も

人
間
的
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
リ
ー
グ
で
は
、
Ｇ
1
，
Ｇ
2
，
Ｇ
3
に
そ
れ
ぞ
れ
参

加
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
優
勝
す
る
こ
と

が
Ｇ
リ
ー
グ
で
の
目
標
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
大
会
で
は
、
２
月
の
新
人
戦
で
は
決
勝
で

２

－

０
で
勝
つ
と
い
う
目
標
を
立
て
、
結
果
は
４

－

０
で

岐
阜
工
業
高
校
に
勝
っ
て
県
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
６

月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
も
全
国
大
会
出
場
を
目
標
と

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
準
決
勝
で
帝
京
大
学
可
児
高

校
に
０

－

１
で
負
け
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
選
手
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
悔
し
涙
を
流
し

ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
が
一

つ
も
で
き
ず
に
完
敗
し
、
も
っ
と
で
き
た
は
ず
だ
と
一
人

一
人
が
自
分
の
プ
レ
ー
に
責
任
を
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
、
秋
に
始
ま

る
選
手
権
で
は
、
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
、
県
大

会
優
勝
、
全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
の
目
標
を
達
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。今
ま
で
以
上
に
日
常
生
活
か
ら
こ
だ
わ
っ

て
、
仲
間
、
家
族
、
学
校
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
卒
業

生
の
皆
様
方
か
ら
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム
に
し

て
い
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
吹
奏
楽
部
で
す
。
私
た
ち
は
現
在
1
年

生
13
名
、
2
年
生
14
名
、
3
年
生
12
名
の
計
39
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
部
員
は
と
て
も
個
性
的
で
毎
日
笑
い
が
絶

え
な
い
の
が
特
徴
的
で
、
学
年
関
係
な
く
毎
日
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
吹
奏
楽
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
歯
車
」
で
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
部
員
1
人
1
人
が
歯
車
と
な
り
、

全
員
で
部
活
動
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
面
で
は
、
挨
拶
や
返
事
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
練
習
時
間
を
1
秒
で
も
多
く
確
保
す
る
た

め
に
、
素
早
く
行
動
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
演

奏
面
で
は
、
曲
に
の
め
り
こ
む
こ
と
や
自
分
た
ち
の
演
奏

を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
演
奏
し
て
い
る
自

分
た
ち
自
身
が
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
吹
奏
楽
を
通
し
て
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
、

そ
し
て
最
高
の
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
の
一
つ
で
す
。

昨
年
度
の
冬
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
で
岐
阜
県
代
表
に
選
ば
れ
、
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
東
海
大
会
、
中
部
日
本
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
顧
問
の
先
生
、
家
族
そ
し
て
、

部
員
の
頑
張
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

６
月
29
日
、
30
日
の
２
日
開
催
で
行
っ
た
第
29
回
定
期

演
奏
会
に
は
、
両
日
と
も
満
員
の
お
客
様
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
奏
会
の
次
の
週
に
は
、
見
に
来
て

下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
か
ら
２
通
、
封
書
で
、
と
て
も
良

か
っ
た
、
感
激
し
た
、
と
い
う
お
手
紙
や
、
演
奏
会
は
非

常
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
、
ま
た
ぜ
ひ
聴
か
せ
て
も
ら
い
た

い
と
の
お
電
話
を
学
校
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
吹
奏
楽
部
の
目
標
は
、
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
東

海
大
会
に
出
場
し
、
金
賞
を
と
る
こ
と
で
す
。
昨
年
度
の

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
地
区
大
会
銀
賞
、
中
部

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
で
は
ダ
メ
金
（
代
表
を

と
れ
な
い
金
賞
）
と
い
う
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
は
東
海
大
会
で
金
賞
を
と
っ
て
皆
さ
ん
の

も
と
に
い
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
吹
奏
楽
部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
口
に
て

幹
事
は
他
人
の
た
め
な
ら
ず

部
活
動
の
記
録

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
！

最
近
「
各
務
原
高
校
事
務
室
の

○
○
で
す
」
と
職
員
を
装
っ
て
住

所
の
確
認
や
職
業
を
聞
き
出
す
電

話
が
同
窓
生
の
家
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
級
生
の
名
を
か
た
っ

て
オ
レ
オ
レ
詐
欺
ま
が
い
の
電
話

を
受
け
た
報
告
も
あ
り
ま
す
。
名

簿
に
関
わ
る
問
い
合
わ
せ
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

在
校
生
の
活
躍

在
校
生
の
活
躍

在
校
生
の
活
躍

サ
ッ
カ
ー
部

平
成
30
年
度

同
窓
会
総
会
報
告

吹
奏
楽
部

田
中　

新
樹

（20期生）

高
木　

孝
朗

（20期生）


